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文部科学省 社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム 

「自然環境診断マイスター養成」第４コース（春夏の自然環境診断）受講者募集 

 

受 付 期 間  平成21年４月10日（金）～平成21年４月17日（金）17：00必着 

受 講 料  １万円［受講決定後に送付する振込用紙で納入いただきます。] 

提 出 書 類  受講申込書（所定様式） 

提 出 方 法  下記に持参又は郵送してください。 

提出及び問合せ先  信州大学理学部学生支援グループ マイスター養成担当 

〒390-8621 松本市旭３－１－１ 電話 0263-37-2440 

 

※ 受講者は先着順で決定いたします。このため，定員になり次第締め切らせていただきます

ことを，ご了承ください。 

また，基幹実習に係る宿泊・食事等の費用は，実費を負担していただきます。 

 
文部科学省 社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム 

「自然環境診断マイスター養成」の概要 

 

１．事業の名称 

自然環境診断マイスター養成 
２．事業の趣旨 

自然環境の「判別・生物多様性・保全策・防災対策」の能力を培い，自然環境教育・行政・事業に

対し具体案を提言できる「自然環境診断マイスター」（信州大学長が資格認定します。）を育成します。

修士・博士課程レベルの基幹実習を通して，自然現象の本質理解と多様な問題を解決するための強い

意欲をもつ人材の養成を目指しています。 

３．事業の内容等 

① 対象者 

自然を愛し環境教育・行政・事業に関わる現役教職員，大学又は専門学校を卒業した社会人が対

象です。大学院生，再チャレンジ（自己再発見）をめざす人も受講できます。 
② 教育手段と特徴 

土日に集中開講します。基幹実習（地質・植物・動物・大気・湖沼・遺跡調査法）のダイジェス

ト版と特別演習・講演を受講し，複雑で多様な山岳自然環境を保全するための新視点を学びます。 
③ 受講後の期待 

教育現場や自然再生事業，自然保護関連の相談役・指導者・講師として活躍し，信州大学独自に

創設した資格「自然環境診断マイスター」が，広く社会に認知されることを目指します。 
④ コース及び履修方法 

・ 開講コース 

平成21年度 第４コース（春夏の自然環境診断）平成21年５月～９月 

・ 定員 20名 

・ 履修 希望するコースの下記の基幹実習等を受講します。 

基幹実習：15時間（１泊２日）（土・日）×６回（３単位） 

特別演習：2.5時間×２回（土） 

特別講演：2.5時間×４回（１単位）（土） 

自然環境診断総合演習（発表会）：５時間×１回（土） 

・ 基幹実習の内容 

基幹実習Ａ（地形・地質調査法） 

地形の測量・岩石の見分け方・地層の測定・岩石の年齢 
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基幹実習Ｂ（植物生態調査法） 

森林の構造解析・植物多様性・階層構造・樹形と共存 

基幹実習Ｃ（気象・水質調査法） 

大気の流れ・水循環の計測・水質分析・雪氷と降水計測 

基幹実習Ｄ（湖沼調査法） 

透明度計測・植物プランクトン組成・動物プランクトン組成・水質調査 

基幹実習Ｅ（動物生態調査法） 

大型動物行動追跡・動物多様性・昆虫相共存・水生昆虫構造 

基幹実習Ｆ（史跡・遺跡調査法） 

発掘方法・地理計測・化石発掘・遺跡同定法 

・ 基幹実習の履修方法 

基幹実習Ａ～Ｆ（全６回）は必修で，１泊２日で実施されます。各実習では，レポート及び調

査資料の提出が求められます。 

・ ２つの特別演習（一般公開，グループ学習あり） 

ａ．自然保護施策演習（環境白書から） 

ｂ．自然再生法演習（新・生物多様性条約など） 

・ ４つの特別講演（一般公開） 

ｃ．官公庁からの講演 

ｄ．長野県庁からの講演 

ｅ．松本市からの講演 

ｆ．他大学からの講演 

・ 特別演習・特別講演の履修方法 

特別演習・特別講演のすべてを受講し，演習・講演ごとにレポートを提出します。 

・ 評価 

評価は，各教科100点満点とし，60点以上が合格。すべて合格すると，「自然環境診断マイスタ

ー養成審査委員会」による審査を経て，「自然環境診断マイスター」の資格が授与されます。 

⑤ 受講者が身に付けるべき能力（修了資格者） 

このプログラムで目標とする教育成果として，次の事項が設定されています。 
（１）山岳地域の多様な自然環境を判別できる能力 

複数の自然環境での実習（調査法と計測）と蓄積資料の比較研究を通じて学ぶ。異なる地域

と異なる調査法から少なくとも36種類の地域特性を判別できる。 

（２）生物多様性と生命連鎖を理解できる能力 
生物の分類と系統を野外で学び，同定力を養い，生態調査法のなかで計測によって生物共存

パターンとプロセスを学ぶ。 
（３）地域に応じた自然環境保全策を企画する能力 

演習・講義を通じて，地域特性の明確化を学び，地形や生物多様性の成立過程に配慮した自

然再生策を企画できる。 
（４）自然災害を防ぐための工夫ができる能力 

地形成立・自然撹乱・人為撹乱の度合いを，自然環境の判別を生かして読み取る力を養う。

演習・講義の中で提示される，過去の災害現場の例や資料を比較検討する。 
⑥ 平成21年度 第４コース実施日程 

受付期間までに確定した日程を，ホームページにて公開しますので，応募にあたっての参考とし

てください。 
また，既に終了した第１～第３コースの内容もホームページでご覧いただくことができます。 

http://science.shinshu-u.ac.jp/~meister/ 
⑦ 資格認定証 

自然環境診断マイスター養成審査委員会の審議を経て，信州大学長名で「自然環境診断

マイスター」の資格認定証を授与します。 

http://science.shinshu-u.ac.jp/%7Emeister/

